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※概要（Summary）： 

近年テラヘルツ波に関する研究は活発に行われており、

多岐にわたって応用の可能性が期待されている。しかし、

発生や検出が困難なこともあり、技術的に発展途上な面

がある。 
テラヘルツ波を検出するため、EO 結晶を使用した反

射型電気光学サンプリング法を用いた。この方法でテラヘ

ルツ波を検出するためには、フェムト秒パルスレーザーを

EO 結晶に入射させ、さらに内部で反射させたレーザー

光を検出する必要がある。そのため EO 結晶の片面には

レーザーを反射させる反射膜が必要である。 
 
 
 
※実験（Experimental）： 

スパッタ装置を用いて ZnTe 単結晶上に反射膜を形成

した。なお ZnTe 結晶は(1,1,0）面と(1,0,0)面を持つ 2 枚

の結晶に、それぞれ同じ反射膜を付けた。 
結晶上に SiO2 を 150 nm 蒸着し、その上に Ge を 300 
nm、さらにその上から反射膜を保護する膜として SiO2 
500 nm の被膜を、スパッタ装置を用いて蒸着させた。 
 
 

 

※結果と考察（Results and Discussion）： 
ZnTe 上に SiO2と Ge による反射膜を形成した。 
 
 

 
Fig.1 SiO2 and Ge films on ZnTe 
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